
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和03年08月18日

計画の名称 小平市公共下水道施設の防災・安全対策（第２期）（防災・安全）

計画の期間   平成３０年度 ～   平成３２年度 (3年間) 重点配分対象の該当

交付対象 小平市

計画の目標 下水道施設の老朽化対策及び地震対策を行うことにより、市民が安心して暮らせる環境づくりを目指す。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 307  Ａ                 307  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H30当初） （H32末）

   1 ①ストックマネジメント計画（市全域の実施方針及び学園処理分区、喜平処理分区、上水南処理分区の一部における改築実施計画）を策定する。

①ストックマネジメント計画（改築実施計画）の策定 0% % 100%

計画策定済み面積（ha）／計画策定対象面積（ha）　（学園処理分区、喜平処理分区、上水南処理分区の一部）

   2 ②総合地震対策計画を策定し、対象路線の耐震診断調査を実施する。

②対象路線の耐震診断の実施 0% % 100%

耐震診断済み延長（km）／耐震診断対象路線延長（km）

備考等 個別施設計画を含む 〇 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000337526



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H30 H31 R02 R03 R04 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

下水道事業

A07-001

下水道 一般 小平市 直接 小平市 管渠（

合流）

改築 ストックマネジメント事

業（調査・設計）

管路調査、計画策定 小平市  ■  ■  ■         275 －

H26～29「小平市公共下水道施設の防災・安全対策」にて同事業を実施。全体事業費１１７百万円、整備実績：本管TVカメラ調査49,416m他。

A07-002

下水道 一般 小平市 直接 小平市 管渠（

汚水）

改築 管渠耐震化事業（調査） 耐震診断調査 小平市  ■  ■          32 未策定

 小計         307

合計         307

1 案件番号：  0000337526



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

「小平市環境審議会」（学識経験者2名、事業者1名、市民公募4名、関係行政機関の
職員1名、計8名）において実施

事後評価の実施体制

0000337526案件番号：

令和３年８月１０日

小平市ホームページ

①ストックマネジメント事業（管きょ）
　ストックマネジメント実施方針の策定により、市内全域のリスク評価を踏まえた具体的な施設管理の目標及び長期的な改築事
業のシナリオを設定した。
　ストックマネジメント計画策定対象としていた学園・喜平処理分区の管路（枝線）に加え、幹線（学園幹線等）の管路内調査
結果を基に、第Ⅰ期区域となるストックマネジメント計画（改築実施計画）を策定した。
②管渠耐震化事業（管きょ）
　平成30年度末に「小平市下水道総合地震対策計画（第三期）を策定し、重要な幹線等（約119km）のうち、約29.5kmを対象路
線に位置付けた。令和元年度から令和2年度で対象路線の耐震診断を実施した結果、約1.8kmで耐震性能不足を確認した。

①ストックマネジメント事業（管きょ）
　ストックマネジメント実施方針に基づく更新投資（老朽化対策費）を踏まえ「経営戦略」を令和2年度末に策定した。
②管渠耐震化事業（管きょ）
　市内全域の土質資料を基に液状化判定を行った結果、大規模地震時において、液状化現象による被害の可能性が低いことが確
認できた。また、これまでに実施した耐震診断調査の結果より、市内の同一条件下で埋設されている円形管については、所要の
耐震性能を満足していることが確認できた。これにより、令和２年度末時点の市内の重要な幹線等の耐震化率は、16％（平成30
年度当初）から98.1％（令和2年度末）となった。

①ストックマネジメント事業（管きょ）
　令和３年度以降は、「ストックマネジメント実施方針」及び「ストックマネジメント計画」に基づき、次期対策区域の点検・調査並びに改築・修繕を実施するとと
もに、引き続き実施方針に基づく取組を推進し、維持管理を起点としたストックマネジメントサイクルを確立する。
②管渠耐震化事業（管きょ）
　次期社会資本総合整備計画及び小平市第二次下水道プランに基づき、計画的に事業を推進する。令和3年度以降は、耐震性能不足の路線のうち、優先度の高い約0.6
kmを対象に耐震化を実施する。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

最　終
目標値
100%

最　終
100%

実績値

 2

最　終
目標値
100%

最　終
100%

実績値

1 案件番号：0000337526



（参考様式３）参考図面（防災・安全交付金）

計画の名称 小平市公共下水道施設の防災・安全対策（第２期）（防災・安全）

計画の期間 平成30年度　～　令和2年度　（3年間） 小平市交付対象

A07-001 ストックマネジメント事業（調査・設計）

A07-002 管渠耐震化事業（調査・設計）

A07-001 ストックマネジメント事業（調査・設計）

学園処理分区

喜平処理分区

北多摩一号処理区（合流式下水道） 1,391.4ha 荒川右岸処理区（分流式下水道） 654.6ha

一橋学園駅

小平駅

花小金井駅

小川駅

鷹の台駅

東大和市駅

新小平駅 青梅街道駅

萩山駅

八坂駅

小平市役所

上水南処理分区



 

ストックマネジメント箇所図

小 平 市

１．事業の背景・目的
当初に整備した管きょ施設は、標準耐用年数と言われている50年を計画しており、老朽化した管きょ施設は今
後ますます増加していくことから、従来の発生対応型の維持管理では対応することが難しくなるため、予防保全
型の維持管理で老朽化対策を講じる必要がある。

計画の目的 下水道施設の老朽化対策及び地震対策を行うことにより、市民が安心して暮らせる環境づくりを目指す。

計画No.6  小平市公共下水道施設の防災・安全対策（第２期）（防災・安全） 防災・安全交付金 平成30年度～令和2年度（3年間）

計画の成果目標（定量的指標） 《施設の老朽化対策》

ストックマネジメント計画（市全域の実施方針及び学園処理分区、喜平処理分区、上水南
処理分区の一部における改築実施計画）を策定する。

２．事業の概要
・計画の策定：実施方針・ストックマネジメント計画の策定
・管路内調査：学園・喜平・上水南処理分区他（約112km）
・全体事業費：275百万円（計画 303百万円）
・交付金額 ：67.6百万円

定量的指標の定義及び算定式
ストックマネジメント計画（改築実施計画）の策定

計画策定済み面積（ha）／計画策定対象面積（ha）（学園・喜平・上水南処理分区の一部）

定量的指標の達成状況
令和元年度末に「小平市下水道ストックマネジメント実施方針」を作成し、リスク評価等に基づく対策の優先
順位を定めた。令和2年度末には、平成28年度から令和2年度に実施した学園・喜平・上水南処理分区（合
計324.4ha）等の管路内調査結果、約112kmを基に、ストックマネジメント計画（計画期間：令和4年度～令
和8年度（5年間）を策定し目標を達成している。

１．事業の背景・目的
第三期計画では、近年発生した熊本地震の被害状況を鑑み、防災対策として、防災拠点、拠点病院、避難所、
広域避難場所からの排水系統及び軌道下に埋設されている重要な管路のうち、管径８００ｍｍ以上の中大口径
管路、合計約２９．５ｋｍを対象に令和元年度から２年度で耐震診断を行い、その結果から必要に応じて、令和
３年度以降に耐震化工事を実施する。

２．事業の概要
・管渠耐震診断：29.5km
・全体事業費 ：32百万円（計画 89百万円）
・交付金額 .：4.7百万円

３．定量的指標に関連する交付対象
事業の効果の発現状況

・市内全域の土質資料を基に液状化判定を
行った結果、大規模地震時において、液状
化現象による被害の可能性が低いことが確
認できた。

・これまでに実施した耐震診断調査の結果より、
市内の同一条件下で埋設されている円形管
については、所要の耐震性能を満足している
ことが確認できた。

・耐震診断調査の結果、矩形きょ等（合流）の、
約1.8kmで耐震性能不足を確認した。

・令和２年度末時点の市内の重要な幹線等
の耐震化率は、16％（平成30年度当初）
から98.1％※（令和2年度末）となった。
※耐震診断未実施の円形管について、これまでの

実績を基に、耐震化済みに位置付ける。

耐震診断法（矩形きょの場合）

計画の成果目標（定量的指標） 《地震対策（防災対策）》

総合地震対策計画を策定し、対象路線の耐震診断を実施する。

定量的指標の定義及び算定式
対象路線の耐震診断の実施

耐震診断済み延長（km）／耐震診断を実施すべき延長（km）

定量的指標の達成状況
平成30年度末に「小平市下水道総合地震対策計画（第三期）を策定し、重要な幹線等（約119km）のうち、
約29.5kmを対象路線に位置付けた。令和元年度～令和2年度で対象路線の耐震診断を全て完了し、目標
を達成している。

４．今後の方針等
・次期社会資本総合整備計画及び小平市第二次下水道プランに基づき、計画的に事業を推進する。
・令和3年度以降は、耐震性能不足の路線のうち、優先度の高い約0.6kmを対象に耐震化を実施する。

４．今後の方針等
・ストックマネジメント実施方針に基づき、次期対策区域の点検・調査並びに改築・修繕を実施する。
・実施方針に基づく取組を推進し、維持管理を起点としたストックマネジメントサイクルを確立する。

耐震診断調査箇所図

小 平 市

耐震診断対象路線

H31 L=14km

R2 L=15.5km

構造調査（鉄筋探査） 構造調査（コア採取）

学園処理分区
学園幹線

喜平処理分区
喜平幹線

上水南処理分区

小川幹線

たかの台幹線

小川４号幹線

仲町幹線
天神幹線

３．定量的指標に関連する交付対象
事業の効果の発現状況

・ストックマネジメント実施方針の策定により、
市内全域のリスク評価を踏まえた具体的な
施設管理の目標及び長期的な改築事業の
シナリオを設定した。

・ストックマネジメント計画策定対象としていた
学園・喜平処理分区の管路（枝線）に加え、
幹線（学園幹線等）の管路内調査結果を
基に、第Ⅰ期区域となるストックマネジメント
計画（改築実施計画）を策定した。

改築・修繕対象延長 L=約20.1km
・ストックマネジメント実施方針に基づく更新
投資（老朽化対策費）を踏まえ「経営戦略」
を令和2年度末に策定した。

実施方針による点検・調査の優先順位《合流・分流汚水》

マンホール
目視調査

マンホール及び
管内の点検
（ふたも含む）

マンホール内に調査員が入孔し目視によりマンホール内部及び管内を調査する。

【本管】

大口径管きょ
テレビカメラ

管内をテレビカメラにより調査する（水深50cm以下で流速を考慮する）。

口径
800～2000mm

【本管】

小中口径管きょ
テレビカメラ

管内をテレビカメラにより調査する。

口径
800mm未満

【取付管】

取付管
テレビカメラ

取付管の管内にテレビカメラを挿入し調査を行う。なお、取付管テレビカメラ本
体にセンサー付きのものがあり、空洞化調査も可能である。

口径
150～200mm

調査方法 適用範囲とその内容

調査

目視調査
（潜行目視）

口径
800mm以上

潜行可能な管内を調査員が直接目視により調査する。

テレビカメラ
調査

上：蓋表面の最小残存模様の高さ

下：蓋と枠の段差測定

管路内テレビカメラ調査のイメージ（管径800mm以下）

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

H28～R1

R2～R6

R7～R10

R11～R14

R15～R18

R19～R21

7

ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画（第Ⅰ期）対象
【H28～R1 管路内調査実施済】

ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画（第Ⅱ期）対象（予定）
【R2 管路内調査実施済】

鈴木処理分区
【～H27管路内調査済】

R元 L=14km

R２ L=15.5km

耐震診断対象路線


